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1. はじめに
適合フィードバックを用いた検索支援システムでは，

Webから検索した文書群に対して,利用者がその文書群
に対して上位の出力結果に適合性の評価を行ない,その
評価がフィードバックされる [1]. 龍 [2]は,評価を多値
化しランク化して,各ランクごとに単語の出現頻度に対
して重みをつけ,その重みを用いてランクの高い文書群
に対しては高い評価がつくような評価値を与えることに
より,評価値の高い順に表示を行なっている. 本稿では,
坂井 [3]の手法に基づき,ランク評価に係り受け関係に着
目した共起語を適用する手法を提案する.

2. 適合フィードバックによる検索支援
2.1 ランクの分類
検索エンジンで固有名詞をキーワードとして検索した
場合の文書の特徴を考慮して,以下のような 4段階のラ
ンク分類による評価を行う.

A 利用者の要求を十分に満たしている情報である.

B 利用者の要求の一部を満たしているが不十分な情報
である.

C 検索語が要求している意味で用いられているが,利用
者の要求とは違う内容の情報である.

D 検索語が要求している情報とは異なった意味で使わ
れている情報である.

2.2 文書の評価
文書に対する利用者の評価が高いほど大きな値が与え
られるような評価値を設定する. そのため,利用者によっ
て行われたランク付けに基づき,各ランク中の語への重
み付けを行う. tfidfの考え方を拡張し,単語の重みを評
価する方法は数多く研究されている. そのうちで,文書
に付与されているあらかじめ分類したカテゴリの情報と
単語の関係を考慮した重みを評価する方法が提案されて
いる [2][3]. すなわち情報が付与された文書には,そのラ
ンクごとに特徴のある語が出現していると考えられるこ
とから,フィードバックに用いた文書中のランク rの文
書数を Nr,その中で語 tの出現していた文書数を nt

r と
して,単語の重みwtをランク情報と語の関係を反映した
式 (1)で算出する.

wt =
∑

r

αr log(
nt

r

Nr
+ 1) (1)

システムはフィードバックされた文書の語とランクの
情報を保持し,ランク情報が新たにフィードバックされる
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たびに語の重みwtを更新する. したがって文書のフィー
ドバック件数が多くなるにつれて,より適切な重みを持
つことになる. αrはランク毎に異なる係数であり,ラン
ク A，Bの場合は正，C，Dの場合は負として,ランク
A，B，C，Dを 1，0.5，-0.5，-1と設定している. ただ
し,フィードバックする文書中にCとDが同時に存在し,
かつ Cと Dのみしか出現しない場合は，Cに出現する
語に負の重みを与えるとA，Bの文章に出現する重みが
下がってしまうため,坂井 [3]では C，Dを 0.5，-1のよ
うに設定している.
評価の高いランクと関連の強い語であるほど重み wt

は大きな値を持つ. この重みwtはフィードバックされた
文章に出現する各語に対して付与されるので,大きな重
みを持つ語が多く出現するほどその文書の評価は高いと
考えられる.そこでwtを用いて文書 dの評価値 score(d)
を式 (2)を用いて算出する.

score(d) =
∑
t∈d

wt (2)

3. 共起語に着目した文書評価
3.1 係り受け関係
類似文書の場合,その類似文書中の検索語に対して係

り受け関係にある単語が出ている場合が多い. つまり,
利用者が要求している文書と同様に文書内で検索語に対
して係り受け関係にある単語があるならば,その文書は
類似しているといえる.
3.2 共起語
共起語を定義する際,ランク分類において分類した文

書の内ランク Aとランク Cに着目する. 先行研究の実
験では,ランクAとランクCの文書が混在している場合
があった.そこで共起語を用いて,ランク Aを上位にラ
ンク Cを下位にすることにより,その混在化が解消され
ると期待できる. ランク分類を利用者が行ない,ランク
Aが全体で 1つしかなかった場合,検索語に対して係り
受け関係にある単語を抜き出し,その単語の中で回数が
多かったものを共起語とする.
また,ランク分類を利用者が行ない,ランク Aが全体

で複数あった場合,その文書ごとの係り受け関係にある
単に着目し共通する単語を共起語とする. すなわち,文
書群中に係り受け関係にある単語が半数以上あったとき
それを共起語とする. つまり,同ランクの文書群の数を
N とし,その中で係り受け関係にある単語 tが文書N 群
の中に含まれる回数を ntとしたとき，nt = N/2 が成り
立つならば,その単語 tを共起語とする. ランク Cにつ
いてもランク Aと同様に定める.
3.3 文書評価値
共起語が含まれた文書群について新たな重みを加算す

ることにする. 加算する重みを決めるために,坂井 [3]が
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用いた評価値に基づきさらに新しい評価値を定める. ま
ず,文書群の評価値の平均値 hを式 (3)で算出する.

h =
∑

Score(d)
N

(3)

その平均値を用いて新たに文書評価値 Score(d)に対し
て新たな評価値を算出するために文書群の中で評価値の
最高値を Score(T ),最低値を Score(B)として,ランク
Aの共起語に対する値WA,ランク Cの共起語に対する
値WC を以下のように求める.

WA =
Score(T ) − h

2
(4)

WC =
h − Score(B)

2
(5)

共起語が含まれる文書 dに対して新たな評価値 Score(d)
を以下のようにする.
ランク Aの共起語が含まれた場合

Score(d) = Score(d) + WA (6)

ランク Cの共起語が含まれた場合

Score(d) = Score(d) − WC (7)

4. 実験結果
4.1 評価方法 1

A ランクから順に並ぶ状態を理想としてどのぐらい
達成できているかを評価する値を評価値 1 とする．こ
こで理想状態とは,例えば Aが 2個，Bが 3個，Cが 3
個，Dが 2個の文書群の数が 10個のとき,出力結果が
AABBBCCCDDといった順になっている状態を言う．そ
して各ランクごとに理想状態と同じか否かを測り，ラン
ク数で割って平均を求めて評価値 1を得る．
4.2 評価方法２
理想状態と現在の各ランクの状態との距離を評価する
値を評価値 2とする．理想状態を 0として 0に近いほど
評価が高い．理想状態と比べたときにランクAが理想状
態の Aランクの範囲にある場合は 0として，Bランク
の範囲のときは 1，Cのときは 2といった感じに距離に
よって数値が上がり測定値が加算されていく. 同様にそ
のほかのランクもそのランクから離れているランクの範
囲にあるものほど数値が大きくなる.
4.3 先行研究と提案手法の実験結果
「カレー」を検索語とした場合,評価値 1においては
坂井 [3]のほうがよい結果が得られていたが,評価値 2に
おいては本手法のほうがよい結果を得られた. これは,
カレーのおいしい店という情報を要求しているので,カ
レーのおいしい店の情報が載っている文書においてその
ページの共起語がランク Bの文書においても含まれて
しまったためだと考えられる. これによりランクAだけ
でなくランクBまであがってしまい,その結果,評価値 1
においては坂井 [3]よりも下がってしまったが,理想状態

に対する距離という点においては,ランクAと Bがとも
に上がりランク Cが下がったために結果は坂井 [3]より
もよい結果となった.
「The有頂天ホテル」を検索語とした場合については,
坂井 [3]のほうが評価値 1と 2ともによい結果となって
いる. 今回のランク付けにおいて DVDの販売のページ
を Cとしたが,そのページにも映画の感想が書かれてい
る場合が多少あり,さらにランク Aの共起語が現れたこ
と,ランク Bにおいても先ほどのカレーの検索結果同様
に共起語が現れたことにより,評価値 1と 2ともに坂井
[3]よりも悪い結果になったと考えられる.
「ダイエット」と「ワイン」それぞれを検索語とした
場合は,評価値 1と評価値 2ともに坂井 [3]よりよい結果
となった. これはランク Aと Cの共起語が検索結果の
中のランクAとCにおいて見られたためであり,共起語
に着目する本手法の有効性を示している.

表 1: 先行研究の実験結果
検索語 要求情報 評価値 1 評価値 2
カレー おいしい店 0.345 64

The有頂天ホテル 映画の感想 0.461 60
ダイエット 運動を用いる 0.336 70
ワイン ワインの知識 0.292 52

表 2: 提案手法の実験結果
検索語 要求情報 評価値 1 評価値 2
カレー おいしい店 0.326 56

The有頂天ホテル 映画の感想 0.391 70
ダイエット 運動を用いる 0.456 58
ワイン ワインの知識 0.356 51

4.4 おわりに
本稿では,適合フィードバックに用いるランク評価に

係り受け関係に着目した共起語を考慮する方法を提案し
た. 実験結果より,共起語の利用が有効であることを確
認した.
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